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＜連絡事項＞

・特になし

＜患者様連絡事項＞

· 附田　カチ様～4/23日より食事開始となっており、摂取すること出来ている。本日より

点滴終了となる。

· 畠山　正治様～持参薬の五苓散が3/27（月）昼～1T継続処方となっている。

· 阿部　わかえ様～3/26　9：30～3/27　16：00へ外泊時間変更となっている

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

· 畑中　成夫様～終日隔離中。午前、午後の開放観察行っている。

開放中は妄想に左右された言動や、易怒性、女性へのスタッフコール等、問題行為はない。精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を図れるよう介入していく。

· 池野　功一様～身体拘束中。本日活気なく、日中体温38.9～38.7℃。15:00継続指示に 

てアンヒバ坐薬1ヶ挿肛している。食事は口腔内に溜め込み、嚥下に時間要し、途中むせ込み著明にあり。残食あるが、1/2以上は摂取出来ている。循環障害はなし。引き続き、精神症状の観察を行い、日常生活への援助を行っていく。

＜要注目患者様＞

・新町　徳雄様～夜間体温39.1～38.3℃。点滴内容変更となり28日0時の分まで処方となる。本日ラクテック、ヴィーンDの2本追加の指示あり。抗生剤も処方となっている。服薬困難さある為、臨時薬全て中止となっている。本日13：00顔面蒼白、チアノーゼあり。酸素飽和度60～70％台へ低下あり。酸素マスク10L開始し90%台へ上昇。14：00　99％にて5Lへ減量。妻、息子様来院し面会。急変時は搬送希望（赤十字病院）

・中川原　義雄様～他干渉、多弁さあり、自ら切り上げることできず、気分の高揚さ目立っている。引き続き、精神症状観察し、他者トラブルとならないよう注意していく。

・桑原　幸一郎様～帰宅要求、不穏さなし。見当識障害あり、自分の部屋がわからず、スタッフへ確認してくる事があり都度説明している。引き続き、精神症状観察していく。

・鈴木　はな様～排便に執着した訴え多く、都度トイレ誘導する事や、「ご飯が食べられません。」「手伝って下さい」等、依存的な発言聞かれている。引き続き精神症状の観察を行っていく。

＜措置入院患者様＞

・吉島　知寿子様～特変はなく情動く面でも穏やかに過ごしている。躁鬱様の気分症状もなく意識解離状態を思わせる言動もない。今後は入院形態変更(措置解除)の可能性も考え、現時点での心理検査を行っていく予定。

・高橋　伸治様～時折、小声での独語、放歌聞かれているが、拒絶的な態度はみられない。情動面の不穏もなく過ごしている。

・坂本　恵様～時折、幻聴体験、幻視に左右された訴えが聞かれる。危険行動、問題行動はない。措置解除後はみちのく記念病院への転院予定。情報提供書は作成済みであり、PSWへ渡している。

・三浦　久司様～精神症状の目立った変化はなく過ごしている。部屋内の乱雑さは続いており、介入を要している。引き続き、精神症状の観察を行い、確実な服薬ができるよう管理し、病識確立できるよう対応していく。

・藤井　崇史様～表情の硬さははあるが、声高さや頻回な挨拶は見られない。他者トラブルなく経過している。引き続き、精神症状の変動に注意し、担当医へ情報提供していく。

